









































を取り扱う。落下係数は中緯度では c=842, d=0.8 が
多いが、熱帯では c=130, d=0.5 が使用されている[3]。
同様に構造変化に大きな影響を及ぼすと考えられる
のが雲水から雨水への転換と、雨水の分裂過程であ
り、前者では Berry (1986) [4]、Cohard & Pinty (2000) 
[5]と Seifert & Beheng (2001) [6]を比較し、後者では
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Fig.1: Hovmöller diagram of precipitation. (a) 
CTRL, (b) fall speed coefficients are modified.  
